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9

総
務
文
教
常
任
委
員
会
報
告

応
す
る
指
導
の
充
実
」、「
体
力

の
向
上
」を
取
り
組
み
目
標
と

し
て
各
学
校
間
の
連
携
、
交
流

を
進
め
る
と
し
、
今
年
度
の
重

点
目
標
を
「
基
礎
学
力
の
向

上
」、「
道
徳
教
育
の
推
進
」、「
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
」

と
し
て
い
る
。

開
会
中
の
委
員
会
審
査

�
平
成
20
年
9
月
11
日

●
議
案
第
44
号

　

南
魚
沼
地
域
土
地
開
発
公
社

の
定
款
の
変
更
に
つ
い
て

■
審
査
の
結
果

　

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
」

　

関
係
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

公
有
地
拡
大
の
推
進
に
関
す
る

法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
監

事
の
職
務
が
定
め
ら
れ
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
の
作
成

が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ

る
定
款
の
変
更
で
あ
る
。

●
議
案
第
45
号

　

湯
沢
町
認
可
地
縁
団
体
印
鑑

の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

■
審
査
の
結
果

　

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
」

　

認
可
団
体
の
代
表
者
の
選
任

規
定
の
根
拠
が
、
民
法
か
ら
地

方
自
治
法
に
移
行
し
た
こ
と
に

よ
る
改
正
で
あ
る
。

●
議
案
第
47
号

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
審
査
の
結
果

　

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
」

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
が

9
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
、
関
係
4
条
例
の
改
正

で
あ
る
。

　
「
湯
沢
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」、「
湯
沢
町

議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」、「
湯
沢
町
議
会

政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」、「
湯
沢
町
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

●
請
願
第
7
号

　

郵
政
3
事
業
が
一
体
化
の
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
運
営
さ
れ
る
べ

く
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

を
求
め
る
請
願

■
審
査
の
結
果

　

「
賛
成
全
員
で
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
定
」

　

郵
政
、
預
金
、
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
が
将
来
と
も
郵
便
局
に
お

い
て
確
実
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、

国
に
法
的
な
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書
を
提
出
し
て
欲
し
い
と

い
う
浅
貝
、
二
居
町
内
会
長
か

ら
の
請
願
で
あ
る
。

◎
主
な
質
疑

Q�

…
地
域
で
現
在
具
体
的
な
不

便
が
生
じ
て
い
る
か
。

A�

…
今
は
出
て
い
な
い
が
、
将

来
的
に
は
不
便
が
生
じ
る
こ

と
と
な
る
。
地
域
郵
便
局
の

存
続
が
必
要
で
あ
る
。

●
陳
情
第
9
号

　

「
地
方
消
費
者
行
政
の
抜
本

的
拡
充
に
必
要
な
法
制
度
の
整

備
及
び
財
政
制
度
を
政
府
等
に

求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求

め
る
陳
情

■
審
査
の
結
果

　

「
賛
成
全
員
で
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
定
」

　

被
害
情
報
の
集
約
体
制
を
強

化
し
、
苦
情
相
談
が
適
切
に
処

理
で
き
る
法
制
度
の
整
備
と
地

方
消
費
者
行
政
の
体
制
強
化
の

た
め
の
財
政
措
置
を
国
に
求
め

る
陳
情
で
あ
る
。

◎
主
な
意
見

　

南
魚
沼
市
に
は
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
、
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
湯
沢
に
も
窓
口
が
必

要
で
あ
る
。

●
陳
情
第
10
号

　

子
供
達
が
学
費
を
心
配
せ
ず

私
立
高
校
で
学
べ
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
公
費
（
私
学
助
成
）

の
増
額
、
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択
に
関
す
る
陳
情

■
審
査
の
結
果

　

「
賛
成
全
員
で
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
定
」

　

私
立
高
校
が
公
教
育
に
果
た

し
て
い
る
役
割
を
理
解
し
、
公

私
の
格
差
是
正
に
努
力
す
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
を
国
及
び

県
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情
で
あ
る
。

平
成
20
年
8
月
18
日

1�

．
平
成
20
年
度
町
税
の
課
税

状
況
に
つ
い
て
の
調
査

　

7
月
末
現
在
の
収
納
状
況
は
、

町
税
全
体
で
前
年
同
時
期
よ
り

0
・
5
％
落
ち
て
い
る
が
、
国

保
税
を
加
え
た
総
合
計
で
は
前

年
と
同
じ
で
あ
る
。
予
算
計
上

額
と
の
対
比
は
、
個
人
町
民
税

で
は
総
所
得
が
下
が
っ
た
こ
と

か
ら
97
％
程
度
、
町
税
全
体
で

は
99
・
9
％
で
あ
り
、
予
算
計

上
額
は
確
保
で
き
る
見
込
み
で

あ
る
。

2�

．
平
成
20
年
度
小
中
学
校
の

運
営
計
画
に
つ
い
て
の
調
査

　
「
知
、
徳
、
体
の
取
れ
た
児

童
生
徒
の
育
成
」、「
児
童
生
徒

の
資
質
能
力
を
十
分
に
働
か
せ
、

個
性
を
伸
ば
す
」、「
保
護
者
地

域
と
の
連
携
に
よ
る
信
頼
さ
れ

る
学
校
」
を
運
営
理
念
の
下
、

教
育
目
標
を
「
意
欲
的
に
学
び
、

心
豊
か
な
、
明
る
く
健
康
な
児

童
生
徒
の
育
成
」と
定
め
、「
学

力
の
向
上
」、「
豊
か
な
心
の
育

成
」、「
い
じ
め
、
不
登
校
に
対

閉
会
中
の
委
員
会
調
査


